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阿武隈川（福島市～桑折町）での油流出事故の発生について
（第２報：終報）

昨日、阿武隈川において、鎌田大橋から昭和大橋までの間で油膜が確認さ
れました。

本日、午前６時半から河川巡視を実施し、油膜等の状況を確認したので、
吸着マットの設置等による油の回収を行っています。

今後、さらなる流出の恐れは無いと考えられるため、これをもって終報とい
たします。なお、流出した油の回収は油膜が確認出来なくなるまで継続しま
す。

１．概要
・確認場所：福島県福島市鎌田～桑折町上郡 地内

（阿武隈川本川：鎌田大橋～昭和大橋）

・確認日時：平成３１年４月２３日 １７時２０分頃（一般からの通報時間）

・事 象：油（油膜）の流出

・原 因：不明

２．対応状況
●４月２３日

福島河川国道事務所所伏黒出張所が河川巡視を実施し、鎌田大橋～昭和大橋（約7㎞）で油膜を確認。

●４月２４日

福島河川国道事務所伏黒出張所が６時半から河川巡視を開始。鎌田大橋～大正橋（約6㎞）で油膜を確認。

鎌田大橋から約100m上流の排水路合流部付近で油の滞留が確認されたため、排水路合流部にオイルフェ

ンス及び吸着マットを設置。

発生源の確認は出来なかった。

阿武隈川下流（仙台河川国道事務所管内：宮城県内）においても、河川巡視を実施したが、油膜等は確

認されなかった。

３．今後の対応
引き続き油の回収を継続実施。
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